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令
和
二
年
十
二
月
一
日
提
出 

質

問

第

八

二

号 

       
 
 

「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」
「
Ｖ

Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｅ
」
な
ど
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
」
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
以
外
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
国
会
議
員
レ
ク
に

関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

中

谷

一

馬 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」
「
Ｖ

Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｅ
」
な
ど
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
」
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
以
外
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
国
会
議
員
レ
ク
に

関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
二
年
九
月
十
六
日
提
出
質
問
第
三
号
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
省
庁
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意

書
」
に
お
い
て
も
記
載
を
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
六
日
に
内
閣
委
員
会
で
質
問
を
行
う
準
備
の
際
に
、
当
局
と
の
や

り
と
り
を
行
っ
た
と
き
、
「
会
議
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
な
の
で
、
極
力
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
た
い
で
す
。
最
悪
、
通
常
通
り
の

対
面
の
オ
フ
ラ
イ
ン
で
も
大
丈
夫
で
す
が
、
当
局
担
当
者
が
や
り
や
す
い
と
仰
る
方
で
調
整
し
て
頂
き
た
い
。
」
と
依
頼
し

た
。
や
り
と
り
を
お
願
い
し
た
の
は
、
内
閣
府
・
総
務
省
・
法
務
省
・
財
務
省
・
厚
労
省
・
観
光
庁
で
、
結
論
と
し
て
応
じ
て

い
た
だ
け
た
の
は
、
内
閣
府
・
財
務
省
・
法
務
省
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
え
な
い
理
由
を
伺
う
と
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
し
か
使
っ
て
い
な
い
。
」
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
あ
る
。
」
な
ど
、
そ
も
そ
も
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
専
用
の
部
屋
が
あ
る
ん
で
す
が
、
今
日
は
埋
ま
っ
て
い
て
使
え
な
か
っ
た
」
な
ど
テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
し
た

環
境
整
備
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。 



 

２ 

 

 
そ
う
し
た
中
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
、
内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術
総
合
戦
略
室
と
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）
が
、
各
府
省
に
対
し
て
「
国
会
議
員
レ
ク
に
お
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
利
用
に
つ
い
て
」
と
い
う
事
務
連
絡
資
料
を
配
布
し
た
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
」
に
よ
る
国
会
議
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
各
府
省
ご
と
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
て
対
応

を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」
「
Ｖ

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
な

ど
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
」
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
以
外
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
国
会
議
員
レ
ク
に
関
し
て
は
、
各
府
省
ご

と
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
て
国
会
議
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
対
応
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 

内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術
総
合
戦
略
室
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
は
、
「
国
会
議
員
レ
ク
に
お
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
利
用
に
つ
い
て
」
の
事
務
連
絡
と
同
様
に
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

ｓ
」
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」
「
Ｖ

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
な
ど
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
以
外
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て

も
利
用
条
件
を
各
府
省
に
連
絡
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
想
定
し
て
い
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
対
応
を
促
す



 

３ 

 

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 

三 
各
府
省
が
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」
「
Ｖ

Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｅ
」
な
ど
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
」
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
以
外
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
部
外
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

行
う
こ
と
に
対
し
て
、
政
府
は
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
消
極
的
で
あ
る
の
か
、
所
見
を
伺
い

た
い
。 

四 

各
府
省
に
お
い
て
利
用
し
て
い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
は
、
大
き
な
差
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
六
日
の
衆

議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
各
府
省
へ
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
資
料

の
配
布
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
九
月
十
日
時
点
で
各
省
庁
の
状
況
を
更
新
し
た
結
果
、
警
察
庁
は
、
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
」
「
Ｓ

ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」
「
Ｖ

Ｃ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
」
「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｊ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ
」
「
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
」
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
」
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
ｙ
」
を
部
外

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
利
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
内
閣
府
で
は
、
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
の
み
利
用
し
て
お
り
、
他
の
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
利
用
で
き
る
か
検
証
し
て
い
な
い
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
て
い
く
必
要
性
に
鑑
み
れ
ば
、
利
用
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
各



 

４ 

 

府
省
で
横
断
的
な
議
論
を
行
い
、
機
密
性
を
考
慮
し
た
上
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
側
が
利
用
し
て
い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
柔
軟
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を

伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


